
 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
磐二小だより 

磐梯町立磐梯第二小学校 

令和７年４月１４日 

第 １ 号 

発行責任者 天野 圭 

キラキラとひとみが輝く二小の子ども 

【よろしくお願いいたします。】 

 令和７年度の人事異動により、２名の教職員が転入いたしました。 

  

○教頭 新  沙央理  会津若松市立大戸小学校より教頭先生へ昇任です。 

○教諭 酒井 浩一郎  会津若松市立門田小学校より町の教育プロジェクトマネージャーとし 

て転入です。 

 転出された３名の先生方同様に、どうぞよろしくお願いいたします。 

 次回号では、写真を入れた職員紹介をいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ご入学おめでとうございます。】 

今年３名の１年生が入学してまいりました。３名と少人数ですが、一人一人に寄り添った教育活動

を展開していきたいと思います。 

 入学式では、次の３つのことを新１年生にお願いしました。 

 ①朝ごはんをきちんと食べてくること。 

 ②きちんとあいさつができること。 

 ③友達とけんかをしないで、仲良く生活すること。 

 この３つをお願いし、学校生活では、担任の先生と少しずつできることを増やしていってほしいと

お願いします。 

 そして、事前に幼稚園の園長先生からお聞きした「一人一人が苦手な食べ物・怖いもの」について、

好きになったり、安心して生活したりできるようにおまじないをかけました。小学校生活６年間の間

に効果が表れることを願っています。式の中で、凛とした態度で参加してくれた１年生に今後の期待

が高まります。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

【令和 7年度 PTA活動について】 

 令和７年度の PTA活動について次のように考えております。 

【本校の課題】 

 ・ 次年度からしばらくの間、新入生が３～４名となり、実家庭数の減少に伴い、現在の組織では、

保護者の負担が大きくなる。 

 ・ 昨年度まで、地域の全家庭から PTA会費を徴収させていただいたが、十分に還元ができていな

かった。また会費の徴収も検討してほしいという意見もあった。 

 ・ 令和８年度から「学校選択制」導入により、町内が学区になるために PTA会費の徴収も難しく

なる。 

【今年度について】 

 ・ PTA各委員会を廃止し、本部役員のみで活動する。危険箇所点検や看板の修繕については、「地

区子ども育成会」と連携して行う。 

 ・ PTA会費については、廃止の方向で検討中。 

 ・ 連合運動会の協力や奉仕作業等については、事前に学校より協力依頼を発出し、集約して実施

する。 

 ・ 学年行事を実施する場合は、各学年保護者に一任する。 

 ・ 各 PTA研究大会参加については、本部役員と相談して進める。令和８年度から本校と磐梯中学

校は、北会津地区 PTA連絡協議会（猪苗代町・磐梯町で組織）を脱会する予定。磐梯一小は、前

年度に脱会。磐梯町 PTA連絡協議会には、中学校、一小、本校共に所属する。 

 ・ 保護者との連携や親睦を図るために、保護者と学校管理職との「意見交換会」を学期１回は実

施する。 

 以上のように、３月の常任委員会でお話しいたしました。 

 詳細につきましては、４月に行われます「PTA総会」においてご説明いたします。 

 ご参加の程、よろしくお願いいたします。 

 ※地区内の PTA会費の集金につきましては、PTA総会で決定後、区長さんにご連絡いたします。 

 

 

 
【教育目標が変わりました】 

 今年度より、本校の教育目標が変わりました。 

目  標： 自己を拓き 共に生きる 社会性の高い子ども 

合い言葉：  ～キラキラとひとみが輝く二小の子ども～ 

 

本来であれば、子どもたちや保護者と一緒に目標を考える学校もあると思います。しかしながら今

回は諸事情により、学校側で立てさせていただきました。 

特に今年度「社会性の高い子ども」に力を入れていきます。 

 ➡ 異年齢交流学習や異年齢交流活動を充実していきます。 

   教科で言えば、・算数科・体育科・話合い活動（1）・児童会集会活動等です。 

➡ 子どもたちや保護者の皆様にも覚えていただきたい合い言葉 

   「キラキラとひとみが輝く二小の子ども」 

キラキラとひとみが輝くためには、内面から充実しなければなりません。自己肯定感を高め、自己

存在感や有用感のもてる学校・学級づくりを目指します。よろしくお願いいたします。 

※今年から、文面以外に変更した箇所があります。どこか見つけられましたか？ 

 

 


